
監査結果公表第５号 

  随時監査（工事監査）結果について 

 

 地方自治法第１９９条第５項の規定に基づき、随時監査（工事監査）を執行したので、同条第９項

の規定により、その結果を公表する。なお、この監査にあたっては、工事技術に関する専門的知識を

必要とするため、公益社団法人大阪技術振興協会と工事技術調査業務委託契約を締結し、技術士の派

遣を求めて、関係書類の調査及び工事現場の調査を行った。 

 

   平成２７年３月３１日 

 

                         四日市市監査委員  伊 藤   晃 

                         同         廣 田 正 文 

                         同         石 川 勝 彦 

                         同         野 呂 泰 治 
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第１ 監査の概要 

 

 １ 監 査 の 種類   随時監査 

 ２ 監 査 対 象   都市整備部河川排水課 

 ３ 監 査 期 間   平成２７年１月２６日（書類・現場調査） 

            平成２７年１月２７日（現場施工状況監査、質疑） 

            平成２７年１月２８日（講評、質疑） 

 ４ 監査対象年度   平成２６年度 

 ５ 監査対象事項   工事監査 

 ６ 監 査 方 法    工事事務及び設計、施工・監理が適正に行われているかなどに重点を

おいて、関係図書の抽出調査、実査に基づく質問により行った。 

             なお、この監査にあたっては、工事技術に関する専門的知識を必要と

するため、公益社団法人大阪技術振興協会と工事技術調査委託契約を締

結し、技術士の派遣を求めた。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 工 事 の 名称   三鈴川河川改良工事 

 ２ 工 事 場 所   四日市市楠町南五味塚 地内 

 ３ 請 負 金 額   ６４，９７２，８００円 

 ４ 工   期   平成２６年９月 ３日から 

            平成２７年２月２７日まで 

 ５ 工 事 内 容   施工延長    Ｌ＝５０．７ｍ 

ブロック積工    Ａ＝２１９㎡ 

舗装工       Ａ＝１５２㎡ 

 ６ 工事進捗状況   計画出来高 ９０．０％  実施出来高 ８６．３％ 

            （平成２６年１２月３１日現在） 

 

第３ 監査の結果 

 

   当該監査においては、計画設計から入札契約、現場での施工といった事業全体の流れの中

で、トータルな品質管理・工程管理が実施されていたか、また、個々の業務段階ごとに適正

な計画、設計、積算、入札、契約、施工が実施され、計画設計での要求仕様が確実に現場で

実現されているかなどについて調査した。 

   監査結果は次のとおりであるが、改善を要するものなどが見受けられた。今後の工事執行に

あたっては、これらに十分留意するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 
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１．書類調査における所見 

１－１．設計・積算に関する書類について 

（１）設計に関係する書類について 

本設計は、「平成１８年度三鈴川河川設計業務委託」及び「平成２３年度三鈴川河川仮設検

討業務委託」において、四日市市楠町南五味塚にある三鈴川改修のための測量及び設計が行わ

れたものである。下流には楠漁港、水産加工会社があり、大型車両の往来を考慮して河川内に

仮設道路を造り、四日市市道である堤防道路をその運搬車両の通行として確保する対策を講じ

ている。堤防道路側の土留及び仮設道路の土留は自立式の鋼矢板で設計されている。周辺の地

元に配慮した適正な設計である。ただし、以下の点に留意されたい。 

 

ア 「平成１８年度三鈴川河川設計業務委託」及び「平成２３年度三鈴川河川仮設検討業務委

託」の土留め設計において適用した設計基準は『土工指針』と記されている。監督員によれば、

『道路土工 仮設構造物工指針 平成１１年３月』ということである。設計基準は、設計の基

本であり、正式名称で記載すること。                   【改善事項】 

イ 「平成１８年度三鈴川河川設計業務委託」及び「平成２３年度三鈴川河川仮設検討業務委

託」の土留め設計において、以下の点に留意されたい。 

(ｱ) 上載荷重について、「道路土工 仮設構造物工指針 平成１１年３月」において『上載荷

重は１０ｋＮを原則とする。』と規定されているが、仮設道路では上載荷重が考慮されてい

なかった。指針に基づき上載荷重を考慮すること。            【改善事項】 

(ｲ) 鋼矢板の曲げ応力度の許容応力度について、「道路土工 仮設構造物工指針 平成１１年

３月」において『鋼矢板ＳＹ２９５の許容応力度は２７０Ｎ／ｍ㎡』 と規定されているが、

鋼矢板の曲げ応力度の許容応力度は２６５Ｎ／ｍ㎡ となっていた。根拠を明確にすること。 

                               【改善事項】 

 

【計画・調査・実施設計等に使用した主な基準・指針・調書等】 

道路土工 仮設構造物工指針 平成１１年３月 

 

（２）設計図について 

設計図は、適正に作成されていた。 

 

（３）関係機関との協議について  

中部電力、ＮＴＴと事前に協議を行っていることを各種記録で確認した。 

 

（４）工事積算について 

(ｱ) 数量算出について 

設計内訳書の数量算出は、都市整備部河川排水課によって、「積算基準（三重県県土整備

部（平成２５年１０月）」に準拠して作成されていた。 

(ｲ) 値入について 

「設計単価表（三重県）」により算出されていた。また、市販の「建設物価」「積算資料」

を使用し、その平均値により積算されていた。本工事の値入れは、適正であると判断される。 
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（５）設計内訳書（積算書）について 

「設計内訳書（積算書）」をチェックしたが、内容的に問題なく適正に作成整備されていた。 

・特単 S0401 敷鉄板工 

・特単 S0600 交通誘導員  

 

１－２．契約に関する書類について 

（１）履行保証制度について 

地方自治法・金銭的保証制度として、履行保証制度の活用が図れており、契約保証金に係る

保証及び前払金の保証について、適正に施行されていた。 

 

（２）入札状況について 

見積り期間は、四日市市工事執行規則で定められた期間、「中１５日以上（予定価格が 

5,000 万円以上の場合）」を確保していた。入札状況は、一般競争入札（総合評価方式）に付

され、入札参加者４者の中から所定の手続きに基づき、落札者を適正に決定していた。 

 

（３）契約関係書類について 

工事請負契約書は、公共工事標準請負契約約款の条項に倣い適正に作成されていた。また、

収入印紙も所定の金額のものが貼付されていた。 

 

（４）現場代理人及び関係下請負等届について 

現場代理人・技術者選任通知書は、工事着手届とともに速やかに提出されていた。また、

「請負工事一部下請負届」についても速やかに提出されており、適正に作成整備されていた。 

 

（５）建設業退職金共済制度の共済証紙など書類について 

建設業退職金共済制度への適正な指導がなされ、掛金収納書を確認し、掛金が適正額である

ことを確認した。 

 

１－３．施工に関する書類について 

受注者からの提出書類は、施工中の段階においても適正に整備・保管されていた。 

（１）関係諸官庁への届出について 

道路使用許可申請書等必要な諸手続きは、着手前に確実に実施され、関連書類は適正に整

備・保存されていた。 

 

（２）工事カルテについて 

工事カルテの作成と一般財団法人日本建設情報総合センター（JACIC）の CORINS（工事実績

情報システム）登録は、規定どおり受注後１０日以内に行われていた。 

 

（３）施工体制台帳・施工体系図について 

施工体制台帳及び施工体系図は、適正な時期に提出され、整備・保管されていた。 
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（４）工程表管理について 

実施工程表が作成提出され整備されていた。また、実施工程表には各工種の構成比率が作成

されていた。毎月、工程の進捗状況が報告され、監督員の確認もされていた。 

 

（５）設計図書の照査等について 

施工前において受注者が設計図書の照査等として、現地調査測量を行い、その結果を「事前

測量結果報告書」として提出され、監督員により承諾されていた。 

 

（６）施工計画書について 

施工計画書は、工事着手前に提出され、監督員により承諾されており適正に整備・保管され

ていた。ただし、以下の点に留意されたい。 

工事仕様書において、「工事中の土留材の変状について観測・測定・工事記録を詳細に取り、

監督員が提出を求めた場合、速やかに提出すること。」と記載されているが、施工計画書には、

変状についての観測・測定・工事記録の記述がされていない。また、土留材をすでに撤去、埋

め戻しが行われた現在も工事記録の提出がされていない。特に堤防道路を通行する一般車両の

安全を守るための計測による挙動の監視の重要性を認識し、工事仕様書に基づき、書類の提出

を求めること。                             【改善事項】 

 

（７）写真管理について 

提示された写真については、適正に整理されていた。段階確認では監督員が以下の立会を行

っている状況を確認できた。 

・ブロック積工 床掘り 

・天端工ガードレール基礎補強工 

 

（８）工事材料関係の書類について 

 使用する材料について、「使用材料確認表」が受注者から監督員に提出され、適正に整備・

保管されていた。 また、材料の品質を証明する報告書等も受注者から監督員に適正に提出さ

れ、整備・保管されていた。具体的には、転落防止柵、JIS 型側溝、再生クラッシャーラン

（RC-40）、コンクリートブロックの承認図等を点検し承諾していた。 

 

（９）品質管理について 

品質管理としてコンクリートの試験（スランプ、圧縮強度、空気量）結果が受注者から監督

員に提出され、適正に整備・保管されていた。 

 

（10）打合せに関する書類について 

工事の打ち合わせ内容は、「工事打合簿」に記録されていた。 

 

１－４．建設廃棄物処理に関する書類について 

発生材について、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「資源の有効な利用の促進に関する

法律」及び「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」などを遵守した再資源利用計画
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書等を受注者に施工計画書の中で作成させていた。 

また、排出事業者である受注者と収集運搬業者、処理業者とで取り交わされた建設廃棄物

処理委託契約書を確認し、適正に整備・保管されていた。 

 

１－５．安全管理、環境管理に関する書類について 

安全管理のための組織図、緊急時連絡体制図、安全管理活動（日常、月例）、安全教育の

実施計画など施工計画書に記載されていた。 

 

２．現場施工状況調査における所見（写真：１～４参照） 

（１）現場は、概ね工事が完成し現在仮設道路の撤去等を行っている。舗装、ブロック積み、ガー

ドレールなど出来映えは良好である。 

 

（２）工事の出来形を検測した。その結果は以下のとおりであり、設計を満足する出来形であった。

また、舗装コア３個を確認し、何れも設計厚を確保していた。 
 

＜出来形検分結果＞ 

測定項目 測定個所 設計値 実測値 差 規格値 合否判定 

ブロック積工 

基準高 
NO.8+25.00 3.130 3.122 － 8 ±50 合格 

舗装幅員 No.9 3,800 3,850 ＋50 －25 合格 

 

（３）廃棄物の管理状況として、適正にマニフェストを整備・保管されていた。 

 

（４）「建設業の許可票」「労災保険関係成立票」「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識」

「施工体系図」「緊急時の連絡体制」が適正に掲示されていたことを確認した。 

 

（５）保安措置として安全看板の設置、交通誘導員の配置、仮囲いによる立ち入り防止措置は適正

に行われていた。 

 

（６）工事用電気は商用電源を使用しており、事前調査で分電盤を２箇所確認したが、施錠がされ

ていなかった。翌日の現場監査ではすでに施錠の処置は施されており、迅速な対応を良とする

が、当初からその対応を期待したい。第三者が分電盤を開けることが可能な同様な他の工事に

対して、電気事故防止のため分電盤の施錠を周知すること。         【要望事項】 
 

３．技術調査全般について 

   工事着手前の設計・積算、工事の発注事務、工事着手後の各種届出書や施工計画など、工事着
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手前、工事中の書類は整備・保管されていた。また、監督員は工事現場に立会等を含め出向いて

いることが工事写真で確認することができた。 

工事の出来映えも良く、受注者と地元との良好なコミュニケーションも確認できた。以上のと

おり確実な監理状況を確認した。工事の進捗は計画より早く、工期より早い竣工が期待できる。 

工事の無事故無災害を目指し、引き続き適正な監理に努められたい。 

 

４．その他の意見 

（１）河川改修・改良工事について 

   河川改修・改良工事は、市民の安全確保において重要な工事である。南海トラフ地震に備え

たハザードマップの考え方を考慮し、長期的な視点で改修・改良工事を進めること。 

  【要望事項】 

（２）転落事故への対応について 

   河川へ転落した時に、堤防へ上がれる構造となっていない。万が一に備えて河川へ上り下り

ができる構造物を設置する基準について検討すること。           【要望事項】 

（３）遊歩道の植樹について 

   左岸は遊歩道として整備されている。より市民に親しまれる河川となるよう、遊歩道への植

樹について研究すること。                        【要望事項】 

（４）安全管理について 

   今後の工事施工においても、無事故・無災害で工事を完成できるよう、監督員による安全管

理の指導を徹底すること。                        【要望事項】 

（５）記録の保存について 

   工事現場での確認事項は、その記録を文書にして残すこと。        【改善事項】 
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現場施工状況調査写真 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１：施工状況（舗装工、ガードレール工） 

 

                                                     

 写真２：施工状況（ブロック積工） 

                                                                                                   

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

                                                 写真４：現場情報案内板掲示状況 

 

 

                                              

 

写真３：現場情報公開案内掲示（ＵＲＬ） 
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第１ 監査の概要 

 

 １ 監 査 の 種類   随時監査 

 ２ 監 査 対 象   環境部新ごみ処理施設整備課 

 ３ 監 査 期 間   平成２７年１月２６日（書類・現場調査） 

            平成２７年１月２７日（現場施工状況監査、質疑） 

            平成２７年１月２８日（講評、質疑） 

 ４ 監査対象年度   平成２６年度 

 ５ 監査対象事項   工事監査 

 ６ 監 査 方 法    工事事務及び設計、施工・監理が適正に行われているかなどに重点を

おいて、関係図書の抽出調査、実査に基づく質問により行った。 

             なお、この監査にあたっては、工事技術に関する専門的知識を必要と

するため、公益社団法人大阪技術振興協会と工事技術調査委託契約を締

結し、技術士の派遣を求めた。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

１ 工 事 の 名称   垂坂１号線道路改良工事 

２ 工 事 場 所   四日市市垂坂町 地内 

３ 請 負 金 額   ２６，４８１，６００円 

４ 工   期   平成２６年９月１１日から 

            平成２７年２月２７日まで 

５ 工 事 内 容   施工延長    Ｌ＝１０４．５ｍ 

             標準道路幅員                  Ｗ＝  ５．０ｍ 

             函渠工（Ｂ９００×Ｈ８００）  Ｌ＝８１．１ｍ 

            側溝工             Ｌ＝１２１．０ｍ  

             アスファルト舗装工       Ａ＝６４６㎡ 

             樹脂系すべり止め舗装工     Ａ＝１０４㎡   

 ６ 工事進捗状況   計画出来高 ６８．０％  実施出来高 ７０．９％ 

            （平成２６年１２月３１日現在） 

 

第３ 監査の結果 

 

   当該監査においては、計画設計から入札契約、現場での施工といった事業全体の流れの中

で、トータルな品質管理・工程管理が実施されていたか、また、個々の業務段階ごとに適正

な計画、設計、積算、入札、契約、施工が実施され、計画設計での要求仕様が確実に現場で

実現されているかなどについて調査した。 

   監査結果は次のとおりであるが、改善を要するものなどが見受けられた。今後の工事執行に

あたっては、これらに十分留意するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 
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１．書類調査における所見 

１－１．設計・積算に関する書類について 

（１）設計に関係する書類について 

本設計は、「道路構造令の解説と運用」「道路土工カルバート工指針」「道路土工擁壁工指

針」「水理公式集」に基づいて実施されており、設計内容は適正である。ただし、以下の点に

留意されたい。 

受注者の管理技術者は、測量士ということである。技術士またはＲＣＣＭの技術者を指定す

る発注者が多い中、その理由として、設計の難易度が高くなく、地元の会社を有効に活用する

趣旨で発注者がそのように技術者の幅を広げたということである。当該の管理技術者は設計の

力量を保有しているということで問題ないと思われるが、経歴書を提出させるなど、同種設計

の力量を担保する必要がある。                      【要望事項】 

 

【計画・調査・実施設計等に使用した主な基準・指針・調書等】 

基準・指針・調書等 発行年月 発刊者 

道路構造令の解説と運用 平成 16 年 2 月 公益社団法人 日本道路協会 

舗装設計便覧 平成 18 年 2 月 公益社団法人 日本道路協会 

道路設計要領 平成 20 年 12 月 国土交通省 中部地方整備局 

水理公式集 平成 11 年版 土木学会 

道路土工－カルバート工指針 平成 22 年 3 月 公益社団法人 日本道路協会 

道路土工－擁壁工指針 平成 24 年 7 月 公益社団法人 日本道路協会 

 

（２）設計図について 

設計図は、適正に作成されていた。 

 

（３）関係機関との協議について 

 水道管移設に関して、管理者と事前に協議を行っていることを確認した。 

 

（４）工事積算について 

(ｱ) 数量算出について 

設計内訳書の数量算出は、環境部新ごみ処理施設整備課によって、「土木工事数量算出要

領（案）」（国土交通省中部地方整備局）に準拠して作成されていた。 

(ｲ) 値入について 

「設計単価表（三重県）」により算出されていた。また、市販の「建設物価」「積算資料」

を使用し、平均単価により積算されていた。また、それらによりがたい場合は見積りを３者

から徴収し、最安値にスライド率を乗じ、適正に価格を決定していた。 

本工事の値入れは、適正であると判断される。 

「ボックスカルバート（標準）T-25 900×800×2000 参考重量 234」の見積りを確認。 
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（５）設計内訳書（積算書）について 

「設計内訳書（積算書）」をチェックしたが、内容的に問題なく適正に作成整備されていた。 

 

１－２．契約に関する書類について 

（１）履行保証制度について 

地方自治法・金銭的保証制度として、履行保証制度の活用が図れており、契約保証金に係る

保証及び前払金の保証について、適正に施行されていた。 

 

（２）入札状況について 

見積り期間は、四日市市工事執行規則で定められた期間、「中１０日以上（予定価格が 500

万円以上 5,000 万円未満の場合）」を確保していた。入札状況は、一般競争入札に付され、入

札参加者２１者の中から所定の手続きに基づき、落札者を適正に決定していた。 

 

（３）契約関係書類について 

工事請負契約書は、公共工事標準請負契約約款の条項に倣い適正に作成されていた。また、

収入印紙も所定の金額のものが貼付されていた。 

 

（４）現場代理人及び関係下請負等届について 

現場代理人・技術者選任通知書は、工事着手届とともに速やかに提出されていた。また、

「請負工事一部下請負届」についても速やかに提出されており、適正に作成整備されていた。 

 

（５）建設業退職金共済制度の共済証紙など書類について 

建設業退職金共済制度への適正な指導がなされ、掛金収納書を確認し、掛金が適正額である

ことを確認した。 

 

１－３．施工に関する書類について 

受注者からの提出書類は、施工中の段階においても、適正に整備・保管されていた。 

（１）関係諸官庁への届出について 

道路に関する工事届、道路工事届等の必要な諸手続きは、着手前に確実に実施され、関連書

類は適正に整備・保存されていた。 

 

（２）工事カルテについて 

工事カルテの作成と一般財団法人日本建設情報総合センター（JACIC）の CORINS（工事実績

情報システム）登録は、規定どおり受注後１０日以内に行われていた。 

 

（３）施工体制台帳・施工体系図について 

本工事は、下請け発注額が 3,000 万円未満であるため、施工体制台帳の作成義務はない。施

工体系図は、適正な時期に提出され、整備・保管されていた。 
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（４）工程表管理について 

実施工程表が作成提出され整備されていた。また、実施工程表には各工種の構成比率が作成

されていた。毎月、工程の進捗状況が報告され、監督員の確認もされていた。 

 

（５）設計図書の照査等について 

施工前において受注者が設計図書の照査等として、その結果が提出されていなかった。 

工事仕様書において、「工事の着手に先立ち、①道路中心鋲 ②境界標 ③引照点 ④街区

三角点・街区多角点の項目について、測定記録を監督員に提出すること。」と記載されている。

監督員によると、当該の測定を実施していることは確認しているが、提出物として受注者から

の提出はまだされていないとのことである。工事仕様書に基づき、書類の提出を求めること。 

                                   【改善事項】 

 

（６）施工計画書について 

施工計画書は、工事着手前に提出され、監督員により承諾されており適正に整備・保管され

ていた。 

 

（７）写真管理について 

提示された写真については、適正に整理されていた。段階確認では監督員が以下の立会を行

っている状況を確認できた。 

・平板載荷試験 

 

（８）工事材料関係の書類について 

   使用する材料について、「使用材料確認表」が受注者から監督員に提出され、適正に整備・

保管されていた。 また、材料の品質を証明する報告書等も受注者から監督員に適正に提出さ

れ、整備・保管されていた。具体的には、ボックスカルバート、転落防止柵等の承認図を点検

し承諾していた。また、盛土材（購入土）の試験表（修正 CBR8%以上）を提出させ監督員が承

諾していた。 

    

（９）品質管理について 

品質管理としてコンクリートの試験では、圧縮強度が実施され、所定の強度であることを確

認した。 

 

１－４．建設廃棄物処理に関する書類について 

排出事業者である受注者と処理業者とで取り交わされた建設廃棄物処理委託契約書を確認し、

適正に整備・保管されていた。 

 

１－５．安全管理、環境管理に関する書類について 

安全管理のための組織図、緊急時連絡体制図、安全管理活動（日常、月例）、など施工計

画書に記載されていた。 
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２．現場施工状況調査における所見（写真：１～５参照） 

（１）現場は８５％の進捗であり、転落防止柵と樹脂系滑り止め塗装が主な残工事である。 

 

（２）舗装、Ｕ型側溝、重力式擁壁、ボックスカルバート水路など出来映えは良好である。出来形

を検測した結果は以下のとおりであり、設計を満足する出来形であった。また、舗装コア１個

（No.4）を確認し、設計厚を確保していた。 

 

＜出来形検分結果＞ 

測定項目 測定個所 設計値 実測値 差 規格値 合否判定 

重力式擁壁 

天端幅 

 

SP-3   200   210 ＋10 －20 合格 

道路全幅員 No.4 6,400 6,390 －10 －25 合格 

 

（３）建設廃棄物のマニフェストは、適正に整備・保管されていた。 

 

（４）建設業法、労働安全衛生法で義務付けられた標識の掲示は行われていた。 

ただし、現場で掲示されていた下請負業者の建設業の許可票の標識に関し、建設業法施行規

則第２５条では主任技術者の氏名の表示を求めているが、すべての下請負業者の標識にはその

記載がない。また、同法同条では、様式第２９号の使用を求めているが、その様式ではなかっ

た。法に基づき適正な掲示を行うこと。                  【改善事項】 

 

（５）保安措置として安全看板の設置、交通誘導員の配置、仮囲いによる立ち入り防止措置は適正

に行われていた。 

 

（６）安全管理活動（日常）として、当日の危険予知活動が実施されていることを確認した。 

 

３．技術調査全般について 

   工事着手前の設計・積算、工事の発注事務、工事着手後の各種届出書や施工計画など、工事着

手前、工事中の書類は整備・保管されていた。書類も分かりやすく整備・保管されており、工事

の出来映えも良好である。 

今後も周辺環境や安全管理に十分配慮するとともに工事の無事故無災害を目指し、引き続き適

正な監理に努められたい。 
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４．その他の意見 

（１）組織体系について 

   新ごみ処理施設整備課の事務分掌として、「新総合ごみ処理施設周辺の環境整備に係る設計

及び工事施行に関すること。」と規定されている。これに基づいて、本道路改良工事を実施し

ているが、違和感がある。周辺環境整備において、特に道路整備工事の役割分担について、都

市整備部と協議検討すること。                      【要望事項】 

（２）工事完成後の安全対策について 

   工事完成後は、道路が拡幅され、交通量の増加が懸念される。関係部署と調整し安全対策を

施すこと。                               【要望事項】 

（３）安全管理について 

   今後の工事施工においても、無事故・無災害で工事を完成できるよう、監督員による安全管

理の指導を徹底すること。                        【要望事項】 
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現場施工状況調査写真 

 

 

写真１：施工状況（起点側から望む）               写真２：施工状況（Ｎｏ．４付近） 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 写真３：施工状況（終点側から望む） 

 

 

 

 

                                                                                                   

 

 

                                                

 

 

 

 

写真４：函渠工施工状況（落差工より上流側を望む）   写真５：函渠工施工状況 

（落差工より下流側を望む） 


